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謝
道

饂
の

「

擬
奮
中
散
詠
松
詩
」

に

つ

い

て

晋
の

女
性

詩
人
謝

道

饂

茗
は

韜
、

に

在
世
）

に
、

る
。

　

　

　
　

　

　

 

「

擬
秕
山

中
散
詠

松

詩
」

遙

望
山
上
松

隆

冬
不
能
凋

願

想
遊
下
憩

瞻

彼
萬
仞

條

騰
躍

未
能
升

頓
足

俟
王

喬

時

哉
不
我
與

大
運

所
飄

鷂

　

　
　

　

　
　

　
（

『

藝
文
類
聚
」

こ

の

擬
作
詩
の

原
詩
は

、

二

三

ー
二

六

三
）

の

に

「

詠

松
詩
」

と

題
す
る

詩
は

無
い

か

と

言
え
ば

、

実
は

奮
康
の

生
没

年
未
詳、

四

世
紀
後

半

と

題
す
る

擬
作

詩
が
一

首
あ

遙
か

に

望
む
山
上
の

松

隆

冬
も

凋
む
能
は

ず

願
は

く
は

下
に

遊

び
て

憩
ふ

を

想
ひ

　

　
　

　

　
え

だ

彼
の

万

仞
の

条
を

瞻
る

騰
躍
す
る

も
未
だ

升
る

能
は

ず

　

　
ム

み

な

足
を

頓
ら
し

て

王

喬
を

俟
つ

　

　
　

　

　

　
　
く

み

時
な
る

か

な
我
に

与
せ

ず

大
運
に

飄
銀
せ

ら
る

る

　

　
　

　

巻
八

十
八
、

『

詩
紀
」

巻

四
十
七
V

　

詩
題
に

拠
れ

ば

魏
の

中
散
大
夫
秕
山

康

（
二

「

詠

松
詩
」

で

あ
る

が
、

現

存
の

霜
国

康

集
』

　

　
　

　

　
。

で
は

原
詩
は

現
存
し

な
い

の

　

　

「

遊

仙
詩
」

、

遙

望
山
上

松

　
ゐ

隆

冬
鬱
青

葱

自

遇
一

何

高

獨
立

邊
無
叢

願
想
遊

其

下

蹊
路

絶
不

通

王

喬
舁
我
去

乘
雪
冨

駕
亠

ハ

龍

飄

鷂
戯

玄
圃

黄
老
路

相
逢

授
我
自
然

道

曠
若
發
童

蒙

採

藥
鍾
山
隅

服
食

改
姿
容

嬋
蛻

棄
穢
累

結
友
家
板
桐

瓜

P多

木

敏

雄

遙
か

に

望
む

山

上
の

松

隆

冬
も
鬱
と
し

て

青
葱
た

り

自
ら

遇
す
る

こ

と
一

に

何

ぞ
高
き

独
り
立
ち

て

辺
り

に

叢
無
し

願
は

く
は

其
の

下
に

遊
ぶ

を
想
は

ん

も

蹊
路

絶
え

て

通
ぜ

ず

　

　

　
　
あ

王

喬
我
を

舁
げ

て

去

り

雲
に

乗
じ

て

六

龍
に

駕
す

飄

翻
と

し

て

玄
圃
に

戯
れ

黄
老

と
路
に

楫

逢
ふ

我
に

授
く
自

然
の

道

曠
と

し

て

童

蒙
を
発
く
が

ご

と
し

薬
を

採
る

鍾
山

の

隅

服
食
す

れ

ば
姿

容
を
改
む

蝉
蛻
し

て

穢
累
を

棄
て

友
と
結

び
て

板

桐
に

家
す
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誰
能

賭
其
踪

長
興

俗
人

別

雅 臨

歌 觴
何 奏
登 九

崑 911

が

そ

れ
で

は
な
い

か

と

考
え

ち

れ

る

れ

と

認
め

ら
れ

る

よ

う
に
、

模
倣
し

、

後
半
へ

の

模
倣
は

し

て

い

な
い

よ

う
て

あ

る

　

と
こ

ろ

で
、

こ

の

疑

闘
が

生

ず
る

。

す
な
わ

ち

に

擬

作
し

て

お

き
な
が

ら、

を

中
断
し

て

「

詠

松
詩
」

　
一

体
こ

の

「

凝

ー
（
詩
〉

」

図
に

従
っ

て

原

詩
を
二

句
一

聯
ご

と

に

言
い

換
え

る

こ

と

で
成
立
す

る

詩

体
で

、

原
詩
の

詩

句
の

模

倣
に

柱
ん

じ

ら
れ

な
い

表
現

を

擬
作

者
が

欲
す
る

場

合
は
、

原
詩
と
対

峙
す

る

意
識
を

持
っ

て

擬

作
す

る

こ

と

も
あ

る
。

つ

ま
り、

原
詩
に

類
似
し

た

形
式
を

採
り

つ

つ
、

原

詩
に

擬

作
詩
を

対
比
さ
せ

、

擬

作
者
に

個
有
の

思

想
感

情
を

逆
に

顕

在

化
さ

せ

る

効

果
を

荷
っ

て

い

る
。

従
っ

て
、

謝

道
鰮
が

原

詩
の

後

半
に

模
倣
し

な
か

っ

た
の

に

は
、

他
な

ら
識

彼
女

自

身
の

背

景、

延

い

て

は

境
涯
が

大
き
く

関
わ
っ

て

い

る

と

考
え
ら

れ
る

。

そ

こ

で
以

下
に

彼
女
の

伝
記
と
こ

の

擬
作
詩、

お

よ
び

他
の

作
品
と

の

関
係
を

兄
な

が

ら、

擬

作
意

図
を
明

ら
か

に

し

て
み

た
い

。

擬
作
詩
の

形

式

觴
に

臨
ん

で
九

韶
を

奏
つ

れ

ば

雅

歌
何
ぞ

琶
琶
た
る

長

く
俗
人
と

別
る

れ

ば

誰
か

能
く

其
の

踪
を

賭
ん

や

　

　
（

需
山

康

集
』

巻
一
、

」

詩

紀
』

巻
十
八
）

　

　
　

　

　
。

た

だ

し
一

見
し

て

す
ぐ
に

そ

　

　

こ

の

「

遊

仙
詩
」

の

前
半
八

句
の

み

を

　

　
　

　

　
　

　

　
　
觸
　

　

　

　

　

　

　

O

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
き

「

遊

仙
詩
」

を
原
詩
と

見

做
す
場
合
、

　一

つ

の

　

　
、

謝
道

饂
は

な
ぜ
秕
山

康
の

「

遊
仙
詩
」

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
と

ど

　

　

半
前
の

み

を

模
倣
す
る

に

止

め
、

後
半

　

と
し

た

の
か

、

と

い

う

疑
問
で

あ
る

。

　

　
　

型
の

擬

作
は
、

本
来、

擬
作
者
の

意

上
の

問
題
と

し

て

も、

興
味
が

も
た
れ

る

と
こ

ろ

で
あ
る

。

　

謝
道

饂
に

つ

い

て

は
、

多
く
の

女

性
作

家
が

そ
う

で

あ
る

よ

う
に

、

史
料
が

あ
ま
り

残
さ

れ

て
い

な
い

。

作
品

と

し

て

は
、

詩
に

右

掲
の

擬

作
詩
以

外
に
、

「

泰
山

吟
し

（

『

詩

紀
」

は

「

登
山
」

に

作
る

）

一

首
が

あ
り
、

文

章
も

菰
瀰

語

賛
」

を
一

篇
残
す
の

み

で
あ
る

。

元

来

多

作
の

方
で
は

な
い

ら
し

く、

『

隋

書
』

経

籍
志
に

は

「

晋
江

州
刺

史
王

凝
之
妻

謝
道
饂
集
二

巻
」

と

あ
り
、

大

半
が

散

佚
し

て

し
ま
っ

た
こ

と
が

知

ら
れ
る

。

そ
の

他、

伝
記
的
史

料
と
し

て

は

征
説
新

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
エ

ピ

ソ

よ

ド

語
』

に

四

条

（

言

語
篇
71

、

賢
媛
篇
26

・

28
・

30
）

の

挿
話
が

伝
え

ら

れ、

量
日

書
』

巻
九

十
六

列

傳
第
六

十

六

「

列

女

傳
」

に

は

『

世

説
』

な
ど
に

基
づ

い

て

組
み

立

て

ら

れ

た
と

思
わ
れ

る

正

伝

（
王

凝

之
の

妻
謝

氏
伝
）

が
、

辛

う
じ

て

伝
え

ら
れ

て

い

る
。

以
下、

こ

の

壼
日

書
』

謝

道
饂

伝
に

基
づ

い

て

彼
女
の

境
涯
を

概

観
し、

さ

き
に

提
示
し

た

問
題
を

考
察
し

て

み

た
い

。

　
　

量
口

書
』

謝
道

饂
伝
に

は
、

次
の

よ
う
に

あ
る

。

　

　

　

了
】

王

凝
之

妻
謝

氏、

字
道

饂、

安
西

将
軍

奕
之

女
也

。

　

　
【

2
】

聴

識

有
才

辮
、

叔
父

安

嘗

問、

「

毛
詩

何
句
最
佳

。

」

道

　

　

鰮
稱、

』
口

甫

作
頚、

穆
如

清

風
。

仲

山

甫
永

懐、

以

慰

其

　

　

心
。

」

安
謂

有
稚
人

深

致
。

【

3
】

又

嘗
内
集、

俄
而
雪

驟

下
。

　

　

安

日、

伺
所

似

也
。

」

安

兄

子

朗
日

、

「

散
鹽

空

中
差

可
擬

。

」

　

　

道
鰮
日

、

「

未
若
柳

絮
因
風
起

。

」

安
大

悦
。

　

　

　
　
【

4
】

初

適
凝

之、

還、

甚
不

樂
。

安

日、

コ

土

郎、

逸
少
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子
、

不
悪

。

汝
何

恨
也

。

」

答
日、

「

一

門
叔
父
則

有
阿
大

・

中

郎
、

翌

從
兄

弟
復

有
封

・

胡
・

羯
・

末
。

不
意
天

壌
之
中
乃

有

王

郎
。

」

封

謂

謝
紹、

胡

謂

謝

朗、

羯

謂

謝

玄
、

末
謂

謝

川
。

皆

其
小

字
也

。

【

5
一

又

嘗
譏
玄

學
植
不
進
日
、

「

爲
塵

務
經
心
、

鳥
天
分

有
限
邪

。

」

【

6
】

凝
之

弟
獻
之

嘗
與
賓

客
談
議

、

詞
理

牌
屈

。

道
饂
遣

婢
白

獻
之
日、

「

欲
為
小

郎
解

圍
。

」

乃
施

青
綾

歩
鄲
自

蔽、

中

獻
之

前
議、

客

不
能
屈

。

　
【

7
】

及
遭
孫

恩
之
難

、

舉
暦
自
若

。

既

聞
夫
及
諸

子
已
鵜
賊

所
害、

方
命
婢
肩

輿
抽
刀

出

門、

亂
兵

稍
至

、

手
殺
數
人
、

乃

被

虜
。

其
外

孫

劉
濤

時
年
數
歳、

賊

又

欲

害

之
。

道

鰮

日
、

霹
在
王

門
、

何
關
他

賊
。

必

其
如

此、

寧
先
見
殺

。

」

恩

雖

毒

虞、

鳥
之

改

客
、

乃

不

害

濤
。

【

8
】

白

爾
釐

居

會

稽
、

家

中

莫

不

巌

肅
。

【

9
】

太
守

劉

柳
聞
其
名
、

請

輿
談

議
。

道

鰮

素

知

柳
名、

亦
不

自
阻、

乃

簪
髻
素

褥
坐
於

帳
中、

柳

束
脩
整
帯

造

於
別

楊
。

道

饂
風
韵
高

邁、

敍
致

清
雅

、

先

及
家
事

、

慷
慨

流

漣、

徐
酬

悶

旨、

詞
理

無

滞
。

柳
退

而

歎
日、

「

實
頃

所
未

見
。

瞻
察
言
氣、

使
人

心
形

倶
服

。

」

道
鰮

亦
云、

「

親
從
凋
亡
、

始

遇
此
士

。

聽
其

所
問

、

殊

開
人

胸

府
。

」

　

【

10
】

初、

同
郡
張

玄
妹
亦

有
才
質、

適
於
顧
氏

。

玄
毎
稱

之
、

以

敵
道
鰮

。

有
濟

尼
者、

游
於
二

家
。

或

問
之、

濟
尼

答

日
、

」

土

夫
人

神
情
散
朗、

故
有
林
下
風

氣
。

顧
家
婦

清
心

玉

映、

自
是
閨
房
之
秀

。

」

【

11
】

道
饂
所

著
詩
賦
誄

頌、

並

傳
於

世
。

　．

あ
正

伝
は

簡
単
な

挿
話
の

連
綴
よ
り

成
っ

て
い

る

の

で
、

ご

と
に

順
に

見

て

ゆ

く
こ

と
に

す
る

。

挿
話

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
む

ず
め

【

1
】

　
王
凝
之
の

妻
謝
氏

、

字
は

道
鰮
は、

安
西
将
軍
謝

奕
の

女

な

り
。

　
謝
道

疆
は

謝
家
一

族
の

大
御
所
で
あ
る

謝
安

O
二

二

〇

1
三
八

五
）

の

兄
謝

奕
の

娘
で

、

王

羲
之
の

次

男
王
凝
之
の

妻
と
な
っ

て

い

る
。

第
何
女
か

は

分
か

ら

な
い

が
、

謝

霊
運
の

祖
父

謝
玄
の

姉
で

あ

る

こ

と

は

確
か

で
あ
る

。

謝
家
の

簡
単
な
世

系
図
を
示

せ

ば
、

　
　

謝
纉

厂

衡
−

解
尚

と

見
え

る
。

髞
）

癩
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【

2
】

　
聴

識
に

し
て

オ

辯

有
り

。

叔
父

の

安
嘗
て

「

『

毛

詩
』

は

何

　

　
の

句
か

最
も

佳
き

」

と

問
へ

ば
、

道

饂

雷
口

甫
頒
を

作
り
、

穆

　

　
た

る

こ

と

清
風

の

ご

と

し
。

仲
山
甫

永
く

懐
ひ
、

以
つ

て

其
の

　

　
心

を

慰
む
」

と

称
ふ

。

安
謂
へ

ら

く

雅
人
の

深
致

有
り

と
。

　
わ

か

　
少
い

頃
か

ら
文

学
的

感
覚
に

特
に

優
れ

て

い

た

謝
道

饂
の

才
媛
ぷ

り

が

紹

介
さ

れ

る
。

恐

ら

く
謝

家
の

家
学
の
一

場
面
で
あ

ろ

う、

謝

安
と
の

対
話
の

中
で

道
鰡
は

『

毛
詩
』

大
稚
・

烝
民
の

詩
句
の

佳
さ

を

指
摘
し

た
。

こ

の

挿

話
は

彼
女

の

思
想
形
成
の

過
程
を

知
る

上

で

看

過
で

き

な
い

。

話
題
に

な
っ

た

の

は
、

「

天
生

烝
民、

有

物
有
則

。

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

お

ほ

民

之

秉
郵、

好

是
懿

徳
」

実
の

烝

く
の

民

を
生

む
や

、

物
有
れ

ば

の

り
　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
つ

ね

　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

う
つ

く

則
有
り

。

民
の

彜
を
秉
る

や、

是
れ
、

懿
し

き

徳
を
好

む
）

で

始
ま

る

醸
の

末
句
で、

こ

の

章
の

冒
頭

部
分

を

見
て

孔
子

も

「

こ

の

詩
を

為
る

者
は
、

其
れ

道
を

知

る

か
」

と

称
え

た
と

『

孟
子
』

告
子

篇
に

あ

る

童
句
で

あ
る

。

称

讃
理

由
は
、

衆
庶

に

は

生

ま
れ

な
が

ら
に

し

て

徳
を

好
む

天
性
が

備
っ

て

い

る

こ

と

を

冒

頭
の

四

句
が

主
張

す
る

点
に

あ
る

。

そ
の

後
の

展
開
も
、

天

は

天
子
を

保
ん

ず
る

た

め
に

賢

臣
紳
山

甫
を
生
み
、

仲
山

甫
は

天

子
の

徳
政

を
広
め

に

出
向
く

、

そ

　

　
　

　

　
た

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

わ

の

帥
山

甫
を

頌
え
、

か

つ

慰
め

る

た
め

に

尹
吉

甫
が

穆
ら

ぐ
こ

と

清

風
の

ご

と
き

内
容
の

詩
を

作
っ

た
、

と

続
く

。

一

篇
、

天
下
を

支
え

る

賢
徳
を

称
え

た

大
雅
の

作
者
の

趣

旨
を
よ

く

汲
む

と

さ

れ、

謝
道

　

　
わ

か

鰮
は

少

く
し

て

そ

れ

を
理

解
し

て

い

た

こ

と
に

な
る

。

道
饂
は

当
時

の
一

般
的

風

潮

下
に

在
っ

て

道

家
の

思

想

を

持
つ

が
、

後
述
す
る

「

論

語

賛
」

に

明

言

さ

れ

る

よ

う
に
、

儒
家
の

思
想

も

併
せ

持

つ
。

早
く

か

ら

儒
道
両

教
の

素

養
を
身
に

つ

け

て
い

た
こ

と

が
、

話
か

ら
明

ら
か

に

な
る

。

こ

の

挿

［
3

】

　
又

た

嘗
て

内
に

集
ふ

に
、

俄
か

に

し

て

雪

驟
か

に

下
る

。

安

　
　
曰
は

く、

「

何
の

似
た
る

所
か
」

と
。

安
の

兄
の

子

朗
曰
は

く
、

　
　

「

塩
を

空
中
に

散
ず

れ

ば

差

や

擬
す
る
べ

し
」

と
。

道

饂
曰
は

　
　
く、

「

未
だ

柳

絮
の

風
に

因
つ

て

起
こ

る

に

若
か

ず
」

と
。

安

　
　
大
い

に

悦
ぶ

。

　

月

世

説
』

言
語

篇
71
に

は

こ

の

記
載
の

基
に

な
る

挿
話
が

見
え
、

謝
安
が
　

「

児
女

と

文
義
を

講
論
」

し

て
い

た

時
に

雪
が

降

り、

「

臼

　
　

　

　
　

　

　
　
ヨ

雪
紛
紛

何
所

似
」

と
訊
い

た

と
あ

る
。

七

言
で
韻
を

踏
ま
え

て

応
じ

る

と

と

も
に
、

謝
朗
が

雪
を

「

塩
」

に

喩
え

た
の

に

対
し

、

道
鰡
は

「

柳
絮
」

に

喩
え

た

と
い

う
の

は
、

彼

女
の

自
然

を

捉
え

る

感
覚
の

新
鮮
さ
、

物
状
の

形
容
の

適
確
さ
が

　
6

男

性
以
上
に
）

優
れ

て
い

る

こ

と
を
明

ら
か

に

し

て
お

り
、

謝

安
も
そ

の

才
を

買
っ

た
も

の
と

思

わ

れ

る
。

「

雪
」

を

「

柳
絮
」

に

喩
え

た

例
は、

彼
女

以

前
に

見

出

せ

な
い

。

　

　
　

　

　

　
　

と
つ

【

4
】

　
初
め

凝

之
に

適
ぎ
、

還
り

、

甚
だ

楽

し

ま
ず

。

安
曰

は

く
、

　

　
「

王
郎
は

逸
少
の

子、

悪
し
か

ら

ず
。

汝
何

を
か

恨
む

や
」

と
。

　

答
へ

て

日
は

く、

コ

門
の

叔
父
に

は

則
ち

阿
大、

中
郎

有
り

、

　

群
従
兄
弟
に

は

復
た

封、

胡
、

羯、

末
有
り

。

意
は

ざ
り
き

天

　

壌
の

中
に

乃

ち

王

朗
有
り

と
は
」

と
。

封
は

謝

韶
を
謂
ひ

、

胡

一 25 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Society of Chinese Literature of the Middle Ages

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　of 　Chlnese 　Lrterature 　of 　the 　Mlddle 　Ages

　

　

は

謝

朗
を
謂
ひ
、

羯
は

謝
玄
を
謂

ひ、

末
は

謝

川

（

淵
V

を
謂

　

　

ふ
。

皆

其
の

小

字
な
り
。

　

　
『

世

説
」

賢
媛

篇
26
に

も
こ

こ

の

基
に

な
る

挿
話

が

載
せ

ら

れ
、

道

鰮
が

夫
の

王

避
之
を

非

薄
し

て
い

た
こ

と
が

明
か

さ
れ

る
。

後
述

す
る

よ

う
に
、

王

凝
之
は

道

教
の

＝
ホ

派
で
あ
る

五

斗

米
道
を

篤
信

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
も
た

ら

し
、

却
っ

て

そ

の

徒
の

孫
恩
に

害
さ

れ

る
。

そ
の

よ

う
な

後
果
を

齎

す

凝
之
の

資
質
を

兄

抜
き、

そ
の

生

涯
を

預
見
し
て
い

た

か

の

発
言

を

道
鰮
は

し

た
か

に

思
え

る
。

凝
之
の

い

か

な
る

材

を
非

薄
し

て

い

た
の

か

は

共
体
的
に

述
べ

ら

れ

な
い

。

恐
ら

く、

次
の

謝
玄
に

関
す

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ふ

る

記

載
に

も

兄
ら

れ

る

よ

う
に
、

道
鐺
は

「

塵
務
心
を
経
」

と
い

う

こ

と
を

嫌
っ

て

い

る

の

で、

或

は

そ
の

辺

り
に

理

由
が

あ

る

の

か

も

知

れ

な
い

。

『

世

説
』

お

よ

び

湿
日

書
』

の

記
載
に

拠
れ

ば
、

確
か

に

道

鰮
が

指
摘
す
る

よ
う
に
、

謝
家
で
は

謝

安
を

始
め

、

拠、

朗、

玄

ら
に

は

逸
話
が

多
い

が
、

凝

之
は

孫
恩
の

起

義
の

際、

そ

の

攻

撃

に

備
え

ず
、

祈
り

で
済
ま
せ

て

害
さ

れ

た
と
い

う

醜
聞
が

伝
わ

る

の

み

で
あ

る
。

凡
そ

王
羲
之
の

七
人
の

子
の

う
ち

で

令

名
の

知
ら

れ

る

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
よ

の

は

末
子

の

献
之

ー
ら
い

で
、

族

子
の

多
く
が

「

令
か

ら
ず
」

で

あ

っ

た
と

い

う

（

『

世
説
」

軽
詆

篇
）

。

道
覦
が

王

氏
と
の

結
婚
を

、

自

ら

に

賦

与
さ

れ

た

境
涯
の

中
で
好
ま
し

く

な
い

事
態
の
一

つ

で
あ
る

と

受
け

取
っ

て
い

た
こ

と

は
、

想
傑
に

難
く

な
い

。

後

述
す
る

よ

う

な
、

天

運
に

対
し

て

彼

女
の

不
満
が

生
ず
る

原
因

の
一

端
が

こ

こ

に

窺
え

る
。

道

鰮
は
、

当

時
一

流
の

玄
談

家
と
し

て

名
が

あ
り
、

コ

咼

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ハ
ヨ

臥
の

志
有
り

」

（

橿
説
』

言
語

篇
70
）

と
目

さ

れ

た

謝
安
に

認
め

ら

れ、

可
愛
が

ら

れ
、

教
育
を
受
け

て

い

る
。

代
々

五

斗
米
道
を

信
奉

す

る

王

家
の

宗

教
的
な
在
り

方
と

、

謝
家
の

哲
学
的
な
家

学
の

影
響

下
に

あ

る

道
饂
の

在
り

方
に
、

齟
齬
が

あ
っ

た

か

に

思
わ

れ
る

と

こ

ろ

で
あ

る
。

【

5
】

又

た

嘗
て

玄
の

学
植
の

進
ま

ざ

る

を

譏
り

て

曰
は

く、

靈
務

　
　

　

　
　
ふ

　
　

の

心

を

経
と

為
す
か
、

天

分
に

限
り

有
り

と
為

す
か
」

と
。

　

謝
玄

（
三

四
三

−
三

八
八
）

は

「

天

分
有
限
」

の

は

ず
は

な
い

か

ら
、

こ

こ

は

「

塵
務
」

で
心
を

汚
さ

れ

る

こ

と
を

厭
う
て

の

発
言

で
あ

ろ

う
。

天

分
を

有
し

、

学
植
を

積
み

、

徳
の

修

養
に

努
め

る

こ

と
を

第
一

義
と

す
る

道
蘊
の

姿

勢
が

彷
棉
と
す

る
。

【

6
】

　
凝
之
の

弟
の

献
之

嘗
て

賓

客
と

談
議
し

、

詞
理

将
に

屈

せ

ん

　

　

と

す
。

道

饂
婢
を

し

て

献
之
に

白
さ

し

め

て

曰

は

く、

「

小
郎

　

　

の

為
に

囲
ひ

を

解
か

ん

と

欲
す
」

と
。

乃
ち

青
綾
の

歩
郭
を

施

　

　

し
て

自
ら
蔽
ひ

、

献
之
の

前
議
を
申
ぶ

れ

ば
、

客
屈
す

る

能
は

　

　

ず
。

　

王

献
之
は

王

羲
之
の

七

子

の

中
で

唯
一

人

優
れ

て

い

た
こ

と
は

既

　

　

　
　

　

　
　

　

　
わ

か

述
し

た
。

壼
臼

書
』

に

「

少
く
し
て

盛
名

有
り、

而
し

て

高
邁
不
羅
、

閑
居
す
る

こ

と
終
B
と

雖
も
、

容
止

怠
ら

ず
、

風
流
一

時
の

冠
と
為

す
」

と

称
さ

れ、

謝
安
も

「

佳
し

」

と

し

て

甚
だ

愛
し

て

い

る
。

口

数
は

多
く

な
か

っ

た
ら

し

い

が
、

謝
安

ほ

か

時
人

と
の

や

り

と
り

を

見
る

限
り
で
は

詞
理
」

に

劣
る

と

は

思
え

な
い

。

そ
の

献
之
と

義
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を

談
じ

て

屈
し

て

し

ま

う
相
手
と
い

え

ば
か

な
り

の

論

客
で

あ
ろ

う

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
か
わ

が
、

道

饂
は

そ
の

よ

う

な
相
手
す

ら

も

躱
せ

る

程
の

「

詞
理
」

の

持

ち

主
で

あ
っ

た
と

言
え

る
。

道

饂
の

談
義
に

つ

い

て

は、

後
述
す
る

よ

う
に

、

「

老

子
」

の

談

義
に

秀

で

た

と
さ

れ

る

劉
柳

（

叔

恵、

？

i
四
一

六
）

を
も

感

服
さ

せ

る

ほ

ど
の

カ
が

有
っ

た

こ

と
が

知
ら

れ

る
。

　

因
み

に
、

「

青
綾

歩
障
」

は

清
談
の

習

慣
と
し

て

俗
塵
を
遮

断
す

る

意
昧

を

持
つ

も

の

で
は

な
い

か
。

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
き

よ
　

そ

【

7
】

　

孫

恩
の

難
に

遭
ふ

に

及
び、

挙
暦
自

若
た
り

。

既

に

夫

及
び

　
　

諸

子
の

已
に

賊
の

害
す
る

所
と

為
る

を

聞
き、

方
に

婢
に

肩
輿

　
　

を
命

じ
刃

を
抽

き
て

門
を

出
づ

。

乱
兵

稍
や

至
れ

ば
、

手
つ

か

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
と

ら

　
　

ら
数

人
を

殺
し

、

乃
ち

虜
へ

ら

る
。

其
の

外

孫
の

劉

濤
時
に

年

　
　

数

歳、

賊

又

た

之
を

害
せ

ん

と

欲
す

。

道

饂

目
は

く
、

「

事
は

　
　

王

臨
に

在
り
・

何
ぞ

他
族
に

関
は

ら

ん

や
・

必

孟ハ
れ

此
の

ご

　
　

と
く

ん
ば
、

寧
ろ
先
づ

殺
さ

れ

ん
」

と
。

恩

毒
虐
た

り

と

雖
も
、

　
　

之
が

為
に

容
を

改
め

、

乃
ち

濤
を

害
せ

ず
。

　
列
女

伝
に

採
り
上

げ
ら

れ

る

に

ふ

さ

わ

し

い
、

道

饂
の

男

勝
り

の

風

格
を

伝
え

る

と

同
時
に
、

』
畦

虐
」

と

評
さ

れ

る

孫

恩
に

「

容
を

改
め
」

さ

せ

る

ほ

ど
の

仁
勇
の

持
ち
主
で

あ
る

こ

と

も
窺
え

る
。

孫

恩
の

起

義
は

彼

女
の

生

涯
で
最

大
の

惨
事
で
あ
る

こ

と

は

言
う
ま

で

も
な

く
、

残

存
す
る

作
品
は

す
べ

て
こ

の

事

件
の

陰

影
を

帯
び
て

い

る

か

に

思
え

る
。

以

下
そ

れ

を、

初
め

に

提
示
し

た

擬
作
詩
の

問
題

と

関

連
付
け

て

述
べ

た
い

が
、

そ

の

前
に

謝
道

鰮
が

孫

恩
に

向
っ

て

言
っ

た

「

事
は

王
門
に

在
り

」

と
い

う
発

言
に

つ

い

て
、

＝
言

し

て

お

き

た
い

。

　

そ

も
そ

も、

士
族

出
身
で
五

斗
米
道
の

教
主
で

あ
る

孫
恩
が

起
義

を

発
し
て

会
稽

内
史

の

王
凝
之

ら
を

殺
害
し

た

の

は
、

束
晋
政

権
お

よ

び

南

下
し

た
士

族
ら

に

よ

る

江

蘇
一

帯
の

民
衆
に

対
す

る

賦

税、

徭
役、

兵
役
な

ど
の

加
重

負
担、

延
い

て

は

搾
取
に

反
撥
し

た

結

果

で

あ
る

。

そ
し

て
そ

の

際、

当

時
民
衆
の

拠
り

所
と

な
っ

て

い

た
五

斗

米
道

（

天

師
道
）

の

宗
教
的
な

組
織
力

を
支
え

と

し

て

事
を

起
こ

し

て
い

る
。

会
稽
内

史
で

あ
っ

た

王
羲
之

ひ

と
り

が

起

義
の

対

象
と

さ

れ

た

の

で

な
く、

凡
そ

江
南
に

在
っ

た

渠

令
、

太

守、

士

族
は

尽

く
そ
の

対

象
と
さ

れ
、

呉
興
太

守
で
あ
っ

た
謝
邀
、

永

嘉
太
守
で

あ

っ

た

謝
逸
を
は

じ
め
、

多
く
が

同
時
に

害
に

遭
っ

て

い

る
。

当

初
の

彼
ら

の

事

態
認
識
の

甘
さ

は
、

王
凝
之
に

つ

い

て

見
れ

ば
、

謂
B

書
』

王
凝

之

伝
に
、

　
　

…

…

凝
之
亦

工
草

隷
。

仕
歴
江

州
刺
史、

左
將

軍、

會

稽
内
史

。

　
　

王

氏
世
事
張

氏
五

斗
米
道、

凝
之

彌
篤

。

孫
恩
之

攻

曾
稽

、

僚

　
　

佐

請
爲
之

備、

凝
之

不

從、

方
入

靖
室

請
禧、

出
語
諸

將
佐
日、

　
　

「

菩
巳

請
大
道

、

許
鬼
兵

相
助

。

賊

自
破
矣

。

」

既
不

設

備、

遂

　
　

爲

孫
恩

所

害
。

↑

…
・

凝
之

も

亦
た

草
・

隷
に

工

み

な
り
。

仕

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ふ

　
　

へ

て

江

州
刺
史、

左
将

軍、

会
稽
内
史

を
歴

。

王
氏
世
々

張
氏

　
　

の

五

斗
米
道
に

事
へ

、

凝
之
弥
い

よ

篤
し

。

孫
恩
の

会

稽
を

攻

　
　

む

る

や
、

僚
佐
之
れ

が

為
に

備
へ

ん
こ

と
を

請
ふ

も、

凝
之

従
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は

ず、

方
に

靖
室
に

入

り

て

請
禧
し、

出
で
て

諸

将
佐
に

語
り

　

　

て

曰

は

く、

霊
口

れ

已
に

大
道
に

請
ひ

て
、

鬼
兵
の

相
助
く

る

　

　

を

許

さ

る
。

賊

自

ら

破
れ

り
。

」

と
。

既
に

備
を

設
け

ず、

遂

　

　

に

孫

恩
の

害
す
る

所
と

為
る

。

）

と

あ
る

な

ど
に

窺
え

る
。

五

斗
米
道
は

庶

民
の

み

で

な
く
士

族
に

も

受
け

入

れ

ら
れ

、

そ
の

組
織

力
は

政
治
に

も

利
用

さ

れ

て
い

た
。

し

か

し
、

王

氏
が

代
々

五

斗

米
道
の

信

徒
で

あ
っ

た
か

ら
と
い

っ

て、

事
態
は

士
と

民
の

対
立

構
造
を

超
越
し

て

ま
で

宗
教
上
の

連

帯
が

功

を

奏
す
る

こ

と
は

無
か

っ

た
。

王

凝
之
は

そ
こ

を

見
抜
け

な
か

っ

た

よ

う
で
あ
る

。

　

ま

た
、

王

凝
之
に

は

「

劾
范
宵
表
」

が

あ
る

。

『

穀
梁
伝
』

に

集

解
を
つ

け

た

人
物
で

も

あ
る

范

宵
は
、

極
め

て

眼
識
が

す
ぐ

れ
、

当

時
の

時
局
を

よ

く

見
抜
き
、

孝
武

帝
に

時
政

の

在
り

方
と

衆
庶
の

賦

税、

徭
役
を

即
刻
に

改

善
す
る

旨
を

進
言
し

て

い

る
。

一

方
で

彼
は

太

守
と
し

て

赴
任
し

た

操
章
郡
で

庠
序

（

学
校
）

を

増
設
し

、

五

経

の

講
読
を

通
し

て

士

民
の

生

活
向
上
に

助
力
し
よ

う
と

努
め

た
。

と

こ

ろ

が

王

凝
之
は

そ
れ

を
制

度
に

合
わ

な
い

と
の

理

由
で

帝
に

訴
え
、

弾

劾
し

た
。

そ

れ

ぞ
れ
に

立

場
の

違
い
、

考
え

方
の

違
い

が

あ

り
、

一

概
に

断

言
で
き

な
い

が
、

こ

の

場
合
も

王
凝
之
は

見
識
の

狭
さ

を

悶
わ

れ

ざ
る

を

得
な

い

で

あ
ろ

う
。

や

は

り

范

宵
に

較
べ
、

一

内
史

と
し

て

時

局
へ

の

認

識
の

甘
さ

を

露
呈
し
て

い

る

と

言
わ

ざ
る

を

得

な
い

。

従
っ

て

孫
恩
の

起

義
に

際
し

、

王
凝

之
が

採
っ

た

対
処
の

仕

方
を

見
る

限
り
で
は
、

謝
道
饂
が

「

事
は

王
門
に

在
り

」

と

言
っ

た

発

言
裏
に

、

王
凝
之

（
及
び
そ

の

背
後
の

政

治

体
制
）

の

不
備
と

責

佳

を

問

う
か

の

響
き

を

感
じ

と

る

こ

と

も
可

能
で

あ
る

。

同
時
に
、

前
述
し

た
よ

う
に

人

物
と
し

て

の

夫
を

詰
る
か

の

よ

う
で
も

あ
る

こ

と

を
、

付
言
し

て
お

き
た
い

。

　

さ

て
、

孫

恩
の

起

義
に

際
し
、

「

事

在
王

門
」

と
い

う
発

言
に

続

け

て

謝

道
饂
が

採
っ

た

言
動
も
、

彼
女
を

理

解
す
る

上
で

看
過
で

き

な
い

。

謝
道
饂
が
、

早

く
か

ら

儒
家
的
な

素
養
を

身
に

つ

け

て
い

た

こ

と
は
、

毒
口

甫

作
頌
」

の

詩
句
に

関

す
る

播
話
に

於
い

て

既

述
し

た
。

い

ま
、

外
孫
の

劉

濤
の

命
を
救
っ

た

時
、

勿
論

祖
母
と
し

て

の

傭
が

第
一

に

働
い

て

い

る

が
、

「

毒
虐
」

と

評
さ

れ

た

孫

恩
に

手

出

し

を
さ

せ

な
か

っ

た

言
動
に

も
、

彼
女

の

仁

勇
の

精

神
が

実

践
さ

れ

て
い

る

と

見
た
い

。

道
饂
の

我
醐

語

賛
」

に

は
、

　

　

　
衛
靈
公
問
陣

於
孔
子

。

孔
子
對

日、

虚
豆

之

事
則
嘗
聞
之、

　

　
軍
旅
之

事、

未
之

學
也

。

」

　

　

　
庶

則
大
矣、

比
徳
中
庸

。

　

　

　
斯
言
之

善、

莫
不
歸
宗

。

　

　

　
驫
者

乖
本、

妙

極
令
終

。

　

　

　
嗟
我
懷

矣、

興
言

攸
同

。

　

　

　
孔
子

日、

「

民
之
於

仁

也、

甚

於
水
火
、

水
火

吾
見

蹈
而

死

　

　
者、

未
見
蹈

仁
而
死
者

矣
。

」

　

　

（

衛
の

霊
公

陣

を

孔

子
に

問
ふ

。

孔

子

対
へ

て

曰
は

く
、

「

俎

　

　
豆
の

事
は

則
ち
嘗
て

之
を

聞
く
も

、

軍
旅
の

事
は

未
だ

之
れ

を

　

　
学
ば
ざ

る

な
り

」

と
。

庶
は

く
は

則
ち

大
い

な

ら
ん

、

徳
を

中
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そ

　

　
庸
に

比
ぶ

。

斯
の

言
の

善
き

、

宗
に

帰
せ

ざ
る

も
の

莫
し

。

巖…

　

　
し
や

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

よ
　

　
　

　
　

　
　

あ

あ

　

　
者
は

本
に

乖
く
も

、

妙

極
は

終
は

り

を

令
く
す

。

嵯

我

懐
へ

り
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

と
こ

ろ

　

　
言

を

興
こ

す
の

同
じ

く
す
る

攸
を

。

孔

子
曰
は

く
、

「

民
の

仁

　

　
に

於
け

る

や、

水
火
よ
り

も

甚
し

き
に

、

水

火
は

吾
れ

踏
み

て

　

　
死

す
る

者

を

見
る

も
、

未
だ

仁
を

踏
み

て

死

す
る

者

を
見

ず
」

　

　
と

。

）

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
（

轟
（

文
類

聚
』

巻
五

十
五
）

と
尋 ．
口

う
。

軍
旅
は

末
事
と

し
、

礼
を
本
と

考
え
て
、

仁
を

踏
も

う
と

す
る

思

想
が

強

く

窺
え
る

。

最
畑

語
』

の

こ

の

霞

葉
に

加

え

ら
れ

た

道

轎
の

讃
嘆
は、

軍
旅
と

不
仁
と

に

よ

る

苛
酷
な
目
を

見
た

後
に

し

て
一

層
際

立
つ

。

孫
恩
に

よ
っ

て

夫
お

よ

び
実
子

が

害
さ

れ

た

際、

劉

氏
の

外
孫
を

救
お

う
と
し

て

「

寧

先
見

殺
」

と

言
っ

た

時、

彼
女

は

仁
を

踏
ん

で

死
の

覚
悟
が

あ
っ

た

の

で
は

な
い

か
。

道

饂
の

信
条

が

実
践
さ

れ

て

い

る

場
面
で

あ
る

と

見
た
い

。

　

謝
道

饂
の

境
涯
は
、

孫

恩
に

よ

る

夫
お

よ

び
諸

子
殺

害
の

後
、

随

分

と

慷
慨
に

満
ち
た

も
の

と

な
っ

た

と

察
せ

ら

れ

る
。

現
存
す
る

作

品

に

そ

の

折
り

の

心

境
が

反

映
さ

れ

て
い

る

形

跡
が

認
め

ら
れ

る

の

で
、

以

下
、

引
き

続
き
道

鰮
の

正

伝
に

照
ら

し
、

さ

ら
に

作
品

の

背

景
を

詳
し

く

兄
て

ゆ

く
こ

と
に

す
る

。

　
　

　
し
か

【

8
】

　，
爾
る

よ

り

会

稽
に

螢
居
し
、

家
中
厳

粛
な
ら

ざ
る

莫
し

。

　
道
饂
が

「

擬
替
中
散
詠

松
詩
」

を

作
っ

た

の

は、

こ

の

時
期
で
は

な
い

か

と
推

定
す
る

。

隆

冬
も
凋
む

こ

と

の

な
い

」

松
」

の

形

象
を

思

慕
し
つ

つ

も
近
づ

け

ず
、

や
が

て

「

大
運
に

飄

鷂
せ

ら

る
」

と
い

う
の

は
、

正

伝
に

照
ら

し

て

見
る

限
り、

こ

の

時
期

以

外
に

考
え

ら

れ

な
い

。

　

原

詩
の

作
者
岱
康
が

原
詩
の

「

遊
仙
詩
」

を

作
っ

た

の

は
．

そ

の

詩

句
41
に

見
ら
れ

る

よ

う
に

「

長
く

俗
人

と

別
る
」

と
い

う
心

境
に

な
っ

た

頃、

す
な
わ

ち
殺

伐
と
し

た

世

相
か

ら

逃
れ
、

清
談
と

服
薬

の

日

々

に

埋

没
し

た
魏
の

正

始

末
か

ら
嘉

平
年

間
に

か

け

て

（

奮
康

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ニ

の

三

十

歳

代
）

の

頃
と

推
定
さ

れ

る
。

そ
し

て

そ

の

遊
仙

幻
想
は
、

竹
林
の

遊
び

及
び
清
談

に

よ
っ

て

老
荘
哲

学
の

佳
境
に

入
っ

た
こ

と

を

暗
示

す
る

も
の

と

考
え

ら

れ

る
。

岱
康
の

「

遊
仙

詩
」

の

流
れ

を

汲
む

作
品
に
、

晋
の

何
劭

（
？

1
三
〇

こ

の

「

遊
仙
詩
」

、

青
青

陵
上
松

亭
亭
高
山
柏

光
色

冬
夏
茂

根

柢
無
彫
落

吉
士

懐

眞
心

悟
物

思

遠
託

揚
志

玄
雲

際

流

目
矚

巖
石

羨
昔
王

子
喬

友
道

發
伊
洛

迢

遞
陵
峻
岳

連

翩
御
飛

鶴

抗
跡
遺

萬
里

青

青
た
り

陵
上

の

松

亭
亭
た

り

高
山
の

柏

光

色
冬
夏
に

茂
り

根
抵
彫
落

す
る

無
し

吉
士

は

真
心
を

懐
き

　
　

　
ひ

と

悟
り

し

物
は

遠
く

託
さ

ん
こ

と
を

思
，

点

志
を

揚
ぐ

玄
雲
の

際

目
を
流
し

て

岩

石
を
矚
る

羨
む

昔
王
子

喬
の

道
を

友
と
し

て

伊
洛
を

発
ち
し
を

迢
遞
と

し

て

竣
岳
を

陵
ぎ

連

翩
と
し

て

飛
鶴
を

御
す

　
　

　

　
　

　

　
　
す

跡
を

抗
げ

て

万
里
を

遺
つ

れ
ば
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豈

戀
生

民

樂
　

　
豈
に

生

民
の

楽
し

み
を

恋
ひ
ん

や

　

　

長

懐
募
仙

顛
　
　
長

く
懐
ひ

て

仙
類
を

慕
へ

ば

　

　

眇
然
心

綿
貌

　
　
眇

然
と
し
て

心
は

綿
貌
た

り

　

　

　
　

　

　
　

　

　
（

『

文
選
』

巻
二

十
一
、

『

詩
紀
』

巻
二

十
三
）

が

あ
る

。

こ

の

詩
も

「

生

民
の

楽
し

み
」

を
恋
し
が

ら

ず、

「

仙

類
」

を

慕
う

も
の

で
、

秕
山

康
に

倣
い
、

類
似
し

た

心

境
を
詠

ん

だ

も

の

と

考
え

ら

れ

る
。

た

だ
し

、

何
邵
自
身
は

岱
旗
の

よ

う
な

境
涯
に

は

な

か

っ

た
の

で、

清
の

何

義
門
が

「

此
詩

似
爲

愍
懐
太

子

作
」

庇
の

詩
は

愍
懐
太

子
の

為
に

作
る

に

似
た

り

　

裘
門

読

書
記
』

文

選

巻
）

と

言
う
よ

う
に
、

愍
懐
太

子

（

司
馬
逎
）

が

賈
后、

質
謐
の

陰

謀
に

よ
っ

て
秕
山

康

と

同
じ

運

命
を
辿
る

前
に

預
防

線
を

は

り
、

逃
れ

さ

せ

よ

う
と
し
て
、

太

子
の

採
る
べ

き
道
を

何
邵
が

代
っ

て

詠

ん

だ、

と
解

し
た

場
合
で

あ
る

。

　

因

み

に

何

義

門
は

何

邵
の

「

遊
仙
詩
」

に

関
し

て

「

遊

仙
正

體
」

と

言
い
、

「

宏

農
其

變
」

と

言

う
。

郭
璞

（
宏

農
）

の

「

遊

仙

詩
」

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
せ
い

た
い

は

変

体
で

あ

り
、

何

邵

の

が

正

体

で

あ
る

と

言
う

の

は
、

詠

松

（
柏
）

部
分

、

王

子

喬
へ

の

言

及、

遊

仙
部
分

と
い

う
三

部
構
成

を

採
っ

て
い

る

か

ら
で

あ
ろ

う
。

　

と

こ

ろ

で
謝

道
鰮
の

擬

作
詩
の

場
合
は

、

既
に

指
摘
し

て

き
た
よ

う
に

、

そ
の

遊
仙
部

分
を

欠
く

。

そ

れ

は

な

ぜ

か
。

以
上
の

正

伝
の

記
載
か

ら

考
え

ら
れ

る

彼
女
の

境
涯
に

照
ら

し

て

言
え

ば
、

先
づ

第

一

に

彼
女
に

は
秕
山

康
が

味

わ
っ

た

よ

う

な

竹
林
の

遊
び、

清
談
の

機

会
が

無
か

っ

た
こ

と
が

考
え

ら

れ

る
。

謝
道
鰮
は

早
く
か

ら
哲

学
的

な

崇

高
な

境
地
へ

踏
み

入
り

た
い

と
い

う
思
い

を

懐
い

て
い

た
。

当

初
は

謝
安
を

始
め
、

謝
家
の

群
従
兄
弟
と

学
殖
を

積
み

、

哲

学
的
な

境
地

も
高
ま
っ

た
と

思
う

。

そ

れ

が

王
凝

之
と
の

結
婚
後

、

謝
家
の

家
学
か

ら
遠
の

き、

思
い

を

適
え

る

機
会
は

乏
し

く
な
っ

た
。

つ

ま

り
、

］

遊

仙
」

に

繋
が

る

程
の

境
地
を

、

実

感
し
て

い

な
い

こ

と
に

な
る

。

第
二

は
、

主
た

る

要
因
と
言
え

る

も
の

で
、

や

は

り

孫
恩
に

よ

る

夫
お

よ

び
諸

子
の

殺
害
が

考
え

ら

れ

る
。

道

蘊
が

会

稽
に

簇

居

し

た
の

は
、

隠
退
で
は

な
い

。

悲
惨
な

運
命
に

翻

弄
さ

れ
、

全
て

を

奪
わ

れ
た

結
果
で
あ
る

。

正

伝
に

「

厳
醐
」

で
あ
っ

た
と

記
載
さ

れ

て
い

る

点
か

ら
は

、

彼

女
の

服

喪
の

心

境
が

窺
え

る
。

奮
康
の

よ

う

に

隶
云

に

乗
り

て

六

竜
に

駕
す
」

や

「

瓢

翻
と

し

て

玄
圃
に

戯
る
」

よ
う

な
心

境
に

は
、

暫
く

の

間

な
れ

な
か

っ

た
の

で
は

な
い

か
。

　

「

擬
岱
中
散
詠

松
詩
」

で

「

松
」

を
詠

ん

だ

の

は
、

謝
道

饂
も
、

竹
林
で

清
談
し

て

い

た
頃
の

嵒
康
と

似
た

境
地

に

到
る
こ

と
を

慕
っ

て

で
あ

ろ
う

。

恐
ら
く
秕
山

康
の

「

遊

仙
詩
」

の

前
半
は

、

主
と
し

て

結
婚
後
の

道
鰡
の

心

境
を

代
弁
し

て
い

る

と

思
わ
れ

る
。

た
だ

し
、

そ

れ
は

全

面
的
に

そ

う
で

あ
っ

た
の

で
は

な
い

。

原
詩
と

擬

作
詩
と

を

比
較
す
る

と
、

遊

仙
部
分

の

有
無
の

違
い

以

外
に
、

詠

松
部

分
で

も

些
か

の

違
い

が

見
出
せ

る
。

他
の

詩
人
の

「

擬

ー
（

詩
ご

型
の

擬

作
詩
に

較
べ
、

謝
道
饂
の

は

原
詩
へ

の

依
存
度

覆
倣
度
）

が

か

な
り

高
い

が
、

そ

れ
で
も

擬

作
詩
に

創

意
が

働
い

て
い

る
。

そ

れ
は

謝
道

饂
に

個
有
の

事
情
に

関
わ
っ

て

句
造
り
が

な
さ

れ

て

い

る

か

ら

で

あ
る

。

ま

ず
最
も

注

目

す
べ

き
は

、

他
で

も
な
い

菘
」

の

形
象
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で

あ
る

。

「

松
」

の

常
縁

不

変
の

形

象
を

貞

節
な
ど

に

な

ぞ

ら
え

る

こ

と

は

記
記
』

を
は

じ

め

誘
語
』

や

荘
子
』

な

ど

に

す

で
に

兄

ら

れ

る
。

例
え

ば

「

礼
記
』

礼
器
に

は
、

　
　

共

在
人
也

、

…

…
如

松
柏
之

有
心

。

…
…

貫
四

時
而

不
改

柯
易

葉
。

　
　

…

…

盆
ハ

の

人
に

在
る

や
、

…
…

松

柏
の

心

布
る

が

ご

と
し

。

…

　
　

…

四

時
を

貫
き

て

柯
を

改
め

葉
を

易
へ

ず
。

…

…
）

と

兄
え

る
。

秕
山

康

も

「

松
」

の

形

象
を、

「

遊

仙

詩
」

の

三
、

四
句

目
に

見
え

る

よ

う
に

「

独
立

無
双
」

の

も
の

と

し
て

提
え

た
。

た

だ、

秕
山

康
が

用
い

た

出
典
は
、

「

遊

仙
詩
」

自

体
の

語

句
に

異
同
も
有
り
、

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　
サ
る

現

在
の

と

こ

ろ

詳
ら
か

で
な
い

。

霄
葱
」 、

掻
立
」

蕪
雙
」

い

つ

れ

も
秕
山

康
の

思
想
感

情
の

典

拠
を

知
る

に

は

不
確

定
な

要
素
が

強
い

語

彙
で

あ
る

。

従
っ

て

岱

康
の

「

遊
仙
詩
」

の

「

松
」

の

形

象
が

い

か

な
る

思
想

的
な
背

景
を

持
つ

の

か

は

暫
く

措
き
た
い

。

　

で
は

謝
道

飆
の

凝
作
詩
は

ど

う
か

。

原
詩
の

「

鬱
青

葱
」

を

「

不

能

凋
」

で

言
い

換
え

た

点
に

注
臼
す

る

と、

何
邵
の

「

遊

仙

詩
」

の

「

光

色
冬
夏
茂、

根
柧
無
彫

落
」

を
意
識
し

つ

つ
、

調
繝

語
』

子
罕
の
、

　
　

歳

寒
然

後
知

松
柏
之

後
凋
也

。

を

踏

ま
え
、

「

松
」

の

形

象
に．
儒

家
的

な
陰

影
を

帯
び
さ

せ

て
い

る

こ

と

に

気

付
く
。

悟

壮

子
』

徳
充

符
お

よ

び
譲
王

篇
に

も

そ

れ

ぞ

れ
、

　
　

伸
尼

日、

…
…

受
命
於

地、

唯
松
揃

獨
也
在

、

冬
夏

青
青

。

…
…

　
　
（
仲
尼
曰
は

く、

…

…

命
を
地

に

受
く
る
、

唯
だ

松
柏
の

み

独
り

　
　

在
り

、

冬

夏
に

青
々

た

り
。

…
…

）

　
　

孔
子

日、

…

…

天

寒
既

至
、

霜
雪
既

降
、

吾
是
以
知

松

柏
之

茂

　

　
也

。

…

…
（
孔
子

曰
は

く

…
…
天

寒
既
に

至
り
、

霜

雪
既
に

降
り
、

　

　
吾
れ

是
を
以
つ

て

松
柏
の

茂
る

を
知
る

な

り
。

…
…

）

と

あ

る

が
、

道
鰮
は

用
い

な
い

。

用
い

た
と

し

て

も

孔
子
の

言
葉
で

あ

る
。

つ

ま
り、

何
邵

（
或
い

は
秕
山

康
も

同
様
か
）

の

よ

う
に

『

荘

子
』

を

出

典
と
し

て

道

家
的
に

せ

ず
、

戴
岬

語
』

を

出
典
と

す
る

こ

と
を

隠
さ

な
い

。

　

次
に
、

原

詩
は

三、

四
句
目
に

「

松
」

の

独
立

無
双
の

形
象
を

描

き、

長

く
俗
人

と
別
れ

る

こ

と

を
言

う
が
、

擬
作
詩
の

方
で
は

こ

の

二

句
に

擬
さ

な
い

。

そ

し

て

『

毛

詩
』

で

例
え

ば

「

郡
風
」

雄
雉
に

曜
彼
H
月
」

と

言
い

、

「

小

雅
」

正

月
に

曙
彼

中
林
」

と
言
う

な

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

き

ど
、

期
待

感
を
持
っ

て

恃
み

仰
ぐ

思
い

を

表
す

「

瞻
彼
」

と
い

う
表

現

を

用
い
、

「

松
」

の

気

高
さ

の

み

を

描
く

。

即

ち、

世
俗

と
別
れ

よ

う
と
す

る

思
い

を
、

儒

家
的
語
奨
を
使

用
し

て

抑

制
し

、

原

詩
の

よ

う
に

は

強
く
表
明

し

な
い

よ

う
に

思
わ

れ

る
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

せ
い

た

い

　

そ
の

他
、

凝

作
詩
の

結

句
二

句
も、

正

体
の

「

遊
仙

詩
」

な
ら

ば

そ

の

後
に

続
く

は

ず

の

遊

仙
部
分

を

中
断
さ
せ

る

句
造
り
に

な
っ

て

お

り
、

原
詩
の

言
い

換
え

に

は

な
っ

て
い

な
い

。

そ
し
て

代
わ

り

の

「

時

哉

不
我
興
」

の

句
も

課
劇

語
』

陽

貨
篇
の
、

　

　

日

月

逝
矣、

歳

不
我
興

。

を

出

興

と
す
る

。

曇
鯏

語
』

の

こ

の

語
は

謀
叛

者

陽
貨
が

孔
子
に

向

っ

て

仁、

知

を
実
現

で

き
な
い

時
の

不
利
を

指
摘
し

、

謀
叛
に

誘
っ

た

も
の

で

あ
る

が
、

唐
の

李
善
が

「

文
雖
出

此、

而
意

微
殊

。

亦
不

以

文
害

意
也
」

　
（

文
は

此
れ

よ

り

出
つ

と

雖

も、

意
は

微
か

に

殊
な
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れ

り
。

亦
た

文

を

以
つ

て

意

を

害
せ

ざ

る

な

り
。

『

文

選
』

秕
山

康

「

幽

憤
詩
」

注
）

と
言
う
よ

う
に
、

陽

貨
が

い

か

な
る

入
物
で

あ
れ、

指

摘
そ
の

も
の

は

当
を

得
て
い

る

か

ら
、

自
分
の

理

想
実

現
に

時
が

味

方
し

な
い

恨
み

を

述
べ

た

も
の

と
解
し

て

よ
い

と

考
え

る
。

道
饂

は

そ
れ

を

踏
ま
え

て
い

る
。

　

な
お
、

結

句

「

大

運
所
飄
翻
」

の

「

大

運
」

と
い

う

語
は

、

皇
帝

の

即

位
や

死

去
な
ど

権
力
の

交
替

、

国
家
の

変
動
な
ど
を

言
う

際
に

川
い

ら
れ

る
。

そ

し
て

そ

れ

は

本
を

質
せ

ば

「

五

徳

（

土

木

金

火

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　
ゆ

水
）

の

運
」

に

因
る

と
い

う

考
え

方
を

含
む

語

で

あ
る

。

暫
く
、

天

運

を・
、

肖

う

も
の

と

解
し

て

お

く
。

堰
臼

経
』

あ
た

り
か

ら

の

着
想
に

よ

る

語
で
は

な
い

か
。

「

飄

舘
」

も

動
揺
を
表
す

場
合
と
仙

遊
を
表

す

場
合
が

あ
り

、

岱
康
が

後
者
の

意
で

用
い

た
の
に

対
し
、

道
饂
は

前
者
の

意
で

用
い

、

原

詩
と

対
峙
さ

せ

て

い

る
。

　

以

上、

そ

れ
ほ

ど

明
確
に

で
は

な
い

が
、

謝
道
鰮
の

「

擬
奮
中

散

詠
松

詩
」

は
、

原

詩
が

道

家
的
な

考
え

方
か

ら
遊

仙
を

指

向
す
る

の

に

対
し
、

詩
に

謖
畑

語
」

な
ど

を
出
典
と

す
る

儒
家

的
な
語
を

配
し

、

遊
仙
し

よ
う
と

す
る

意
志
を

極
力
抑
制
す
る

か

の

方
向
で

作
っ

て

い

る

と
も

言
え
る

。

と
す
れ

ば
、

そ
の

差

異
は
一

体、

何
を

意
味
す
る

の
か

。

　
こ

の

擬
作
詩
が
、

謝
道
鰮
が

会

稽
に

釐

居
し

て

間
も
な
い

頃
に

作

ら
れ

た
も

の

で
あ
る

と
す
れ

ば
、

孫
恩
に

よ

る

夫
お

よ

び
諸

子
殺

害

の

心

の

痛

手
は
、

ま
だ

癒
さ

れ

て

は
い

な
い

は

ず
で

あ
る

。

従
っ

て

擬

作
詩
に

は

そ
の

悲

痛
な
心

境
が

反

映
さ

れ
、

「

松
」

の

形

象
に

は

仁
人
、

仁
政
の

あ
る

世
が

表
徴
さ

れ
、

そ
れ
が

慕
わ
れ

て
い

る

の

で

は

な
い

か
。

稀
山

康
は

遊
仙
の

境
地
に

入

れ

た
が

、

謝
道
靄
は

こ

の

時

期
、

そ
れ
が

で

き
な
い

。

も
し

く
は

そ

う
し

よ

う

と
し
な
い

。

そ
れ

は
、

結
婚
か

ら

夫、

諸

子
を

失
う
ま
で
の

彼
女
の

運
命
が

そ

う
さ

せ

る

の

で
あ
り

、

他
方
で

、

早
く
か

ら
彼
女
が

有
し

て

い

た
儒
教
の

素

養
が

そ
う
さ

せ

て
い

る

の

だ

と

考
え

る
。

謝
道
饂
に

擬
詠
松

詩
は

あ

っ

て

も
擬
遊

仙
詩
が

な
い

理

由
は

、

以

上
の

よ

う
に

結
論
付
け

ら
れ

る

も

の

で

あ
る

と

思
う

。

　

謝

道
鰮
が

「

擬

ー
（
詩
ご

型
の

擬
作

詩
の

詩
体
を

用
い
、

し
か

も
後
半
の

擬
作
を

中
断
す
る

と
い

う

手
法
を

用
い

た
の

も
、

右
に

述

べ

た
よ

う

な
彼
女
に

個
有
の

心

境
を、

よ

り
効

果
的
に

表

出
す
る

た

　

　
　

　

　
　

　
ゆ

め

で
あ
っ

た

と
思

う
。

擬

作
詩
の

こ

の

よ

う
な

中
断
の

技
法
は
、

晋

代
以

降
に

お

い

て
、

数

旬
の

増
減
を
行
う

程
度
の

も
の

以

外
は
、

現

在
の

と
こ

ろ

見
出
せ

て
い

な
い

。

【

9
】

　
太

守
の

劉
柳
其
の

名
を

聞
き、

与
に

談
議
せ

ん

こ

と

を
請
ふ

。

　

道
饂
素
よ

り

柳
の

名

を
知
れ

ば
、

亦
た

自
ら

は

阻
ま
ず

、

乃
ち

　

簪
髻
素
褥
し

て

帳

中
に

坐
し

、

柳
は

束
脩
整

帯
し

て

別

搨
に

造

　

る
。

道

饂
風

韵
高
邁

、

叙
致

清
雅、

先
づ

家
事
に

及
ん
で

、

慷

　

慨

流
漣
し
、

徐
う

に

問
旨
に

酬
ひ、

詞
理

滞
る

無
し

。

柳
退

き

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
こ

の
こ

　

て

歎
じ

て

曰
は

く
、

「

実

に

頃
ろ

未
だ

見
ざ
る

所
に

し

て
、

贈

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

ム

た

　

察

言
気

は
、

人
の

心

と

形
と

を
し

て

倶
つ

な
が

ら

服
せ

し

む
」

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
し

ん

　

と
。

道

饂
も

亦

た
云

は

く
、

「

親
凋
亡

し

て

よ

り、

始
め

て

此
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の

士

に

遇
ふ

。

其
の

間
ふ

所
を

聴
け

ば
、

殊
に

人
の

胸
府
を

開

　

　
く

」

と
。

　
こ

こ

に

登

場
す
る

劉
柳
は

会
稽
太

守
と
し

て

で

あ
る

。

こ

の

人

物

が
、

江
州

刺
史
と
な
っ

た
、

字
は

叔
恵
の

こ

と
で
あ

れ
ば

、

こ

の

時

の

道

鰮
と
の

「

談

議
」

は
、

既
に

少
し

く

触
れ

た
よ

う
に

、

主
と
し

て

「

老
子
」

に

つ

い

て

で

あ
っ

た

ろ

う
と

考
え

ら

れ

る
。

時
の

風

潮

と

し

て

そ

の

談

義
が

盛
ん

で

あ
っ

た

こ

と

に

加

え
．

謂

呈
ど

巻
六

卜
一

列
伝

第
三
十
一

劉

柳
伝
に
、

　

　
　

柳

字
叔

惑、

亦

有
名

譽
。

少

登
清

官、

歴

尚

書
左

右

僕
射

。

　

　

時
右
丞

傅
廸
好

廣

誼
書
而

不
解
其

義
。

柳

唯
讀
老

子
而
已

、

迪

　

　

毎

輕
之

。

柳

云、

粛

卿

讀

書
雖

多
、

而

無

書
解、

可

謂

書

麗

　

　

矣
。

」

時
人

重

共

言
。

出

塢

徐、

亮
、

江
三

州
刺
史

。

卒、

贈

　

　
右

光

祿
大

夫
、

開

府
儀
同
三

司
。

（
柳、

字
は

叔

恵、

亦
た

名

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　
ふ

　

　
誉

有
り

。

少
く

し

て

清
官
に

登
り、

尚

書
左

右
僕
射
を
歴

。

時

　

　
に

右

丞
の

傅
迪
、

広
く

読
書
す

る

を
好

む

も

其
の

義
を
解
せ

ず
、

　

　

柳
唯
だ

『

老
子
』

を
読

む
の

み

な
れ

ば
、

辿
は

毎
に

之
を

軽
ん

　

　
ず

。

柳
云

は

く
、

「

卿
の

読

書
は

多
し

と

雖
も、

解
す

る

所

無

　

　
く
、

書
麗
と
謂
ふ

べ

し
」

と
。

時
人

其
の

言
を

重
ん

ず
。

出
で

　

　
て

徐、

亮、

江

三

州

刺
史
と

為
る

。

卒
し

、

右
光

禄
大
夫、

開

　

　

府
儀
同
三

司

を

贈
ら

る
。

）

と

見
え
、

劉
柳
が

「

老
子
」

の

理

解
に

長
け

て

い

た

こ

と
が

知
ら
れ

る
。

こ

こ

か

ら

彼
が

道
饂

と
義
を
談

ず
る

に

ふ

さ

わ

し
い

人

物
で
あ

る

こ

と

も

分
か

る
。

こ

の

劉
柳

と

遇

う
ま

で

道

饂
が

「

胸
府

を

開

く
」

こ

と

が

な
か

っ

た

と
い

う
の

は
、

奮
康
が

竹
林
の

遊

び
や

清
談

で

実
感
し

た
よ

う
な

境
地
を、

久
し

く

体
験
し
て
い

な
い

と
い

う
こ

と

で

あ

ろ

う
。

「

親
」

す

な
わ

ち
か

つ

て

談

義
し

合
っ

た

玄
談

家
の

謝
安
は

じ

め

謝

家
の

群
従
兄
弟
は

も
は

や

こ

こ

に

は

居
ら

ず、

亡

き

夫
に

し

て

も

「

老
子
」

を
信
奉
し

て

は

い

た
も
の

の
、

五

斗
米
道
と

い

う
宗

教
的
な
そ

れ

と、

謝
安
の

影
響
下
に

あ
っ

た

道

饂
の

哲

学
的

な
そ
れ

と

は
、

も
と
よ

り

噛
み

合
っ

て

は
い

な
か

っ

た
。

劉
柳
に

し

て

は

じ

め

て

談

義
が

成
立

し

た

と
い

う
の

も

肯
け

る
。

こ

の

人
と
の

出
会
い

は
、

老
い

た
道

齧
の

心

痛
を、

い

く
ら
か

癒
し
た
に

違
い

な

い
。

　

謝
道

疆
に

は

「

泰
山

吟
」

一

首
が

残
存

す
る

。

義
峩
束
嶽

高

秀
極

沖
青
天

巖

中
間
虚

宇

寂

寞
幽

以

玄

非
工

復
非

匠

雲
構

發
自
然

氣

象

爾
何
物

遂
令
我

屡
遷

逝
將

宅
斯
宇

可
以
盤
天

年

こ

の

詩
も

ρ
虱

象
」

峩
々

と
し

て

束
嶽

高
く

　
　

　

　
　

　

　
　
つ

秀
で

極
つ

て

青
天
を

沖
く

　
　

　

　
　

　
へ

だ

巌

中
に

虚

宇
を
間
て

寂
寞
と

し

て

幽
に

し
て

以
つ

て

玄
な
り

工

む

に

非
ず

復
た

匠
む

に

非

ず

雲

構
発
し

て

自
ら

然
り

　

な
ん

ぢ

気
象

爾
何
物

ぞ

遂
に

我
を
し

て

屡
し
ば

遷
ら
し

む

逝
く

ゆ

く
将
に

斯
の

宇
に

宅
し

以
つ

て

天
年
を

尽
く
す
べ

し

（

義
調

文

類
聚
』

巻
七、

ヨ

詩
紀
』

巻
三

十
七
）

の

二

句
が

「

擬
秕
山

中
散
詠

松
詩
」

の

「

時

哉
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不
我

与、

大
運

所
飄

額
」

に

同
じ

く

運
命
に

翻
弄
さ

れ

た
こ

と

を
言

う
の

で
、

或
は

孫

恩
の

起

義
後、

暫
く

し

て
か

ら

の

作
で
は

な
い

か

と

推
定
す

る
。

た

だ
、

「

擬
岳
中
散
詠

松

詩
」

と

は
、

全

篇
に

道

家

的
な

語
彙
を

配
し
、

感

情
の

昂
り

が

見
ら
れ

な
い

点
、

及
び
結
二

句

で

は

将
来
へ

の

期

待
が

述
べ

ら
れ

る

点
で

随
分

趣
き

を
異
に

す

る
。

西
晋
の

陸
機
に

も

　
　
太

由
一

何
高

　
　
迢

迢
造
天

庭

　
　

峻
極
周
已

遠

　
　

曾
雲
巒
冥

冥

　
　

梁
甫
亦
有
館

　
　

蔦
里
亦

有
亭

　
　
幽

塗
延

萬
鬼

　
　
紳

房
集
百
靈

　
　
長

吟
太
山

側

　
　
慷
慨
激
楚
聲

と

言
ラ

。

楽
府

詩
で

あ
る

か

ら

継
承
性
が

あ

る

が
、

を

比
較
し
て

み

る

と
、

鬼
神
に

ぶ

つ

け

る

よ

う
な

激
し

さ

は

な
い

。

に

よ

る

心

痛
は

幾
分

癒
さ

れ
、

清
稚
」

と

評
さ

れ

る

道
饂
の

、

あ
る

と

言
え

よ

う
。

「

太

（

泰
）

山

吟
」

が

あ
り
、

　

太

由
一

に

何
ぞ

高
き

　

迢
々

と

し

て

天

庭
に

造
る

　
け

は

　

峻
し
さ

極
つ

て

周
ね
く

巳
に

遠
く

　

曽
雲

簓
と

し

て

冥
々

た

り

　

梁

甫
に

も
亦
た

館
有
り

　

窩
里
に

も
亦
た

亭
有
り

　

幽
塗
は

万
鬼
を

延
き

　

神
房
は

百
霊
を

集
む

　

長
吟
す
太

山

の

側

　

慷
慨
し

て

楚
声
を

激
せ

ん

（

『

藝
文

類
聚
」

巻
四

十
二
、

3

詩

紀
』

二

十

四
V

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
そ

れ

で

も
両
者

　

道

鰮
の

作
に

は

陸

機
の

よ

う
に

「

慷
慨
」

を

　
　

　

　
　

　

　
　

　

作
詩

時
、

運
命
の

翻

弄

　
　

　

　

玄
談

家
と
し

て

「

風

韵
高
邁

、

叙
致

　
　

　

　

真

面
目
が

発

揮
さ

れ

て

き
た

作
品
で

【
10
】

　
初
め

、

同
郡
の

張
玄
の

妹
も
亦
た

才

質
有
り

。

顧
氏
に

適
ぐ

　

　
に
、

玄
は

毎
に

之
を

称
す
る

に

道

饂
に

敵
す

る

を

以
つ

て

す
。

　

　

済
尼

な
る

者
有
り
、

二

家
に

溝
ぶ

。

或
る

ひ

と
之

を

問
へ

ば
、

　

　

済

尼

答
へ

て

日
は

く、

「

王

夫
人
は

神
情
散
朗、

故
に

林
下
の

　

　

風
気

有
り

。

顧
家
の

婦

は

清
心

玉
の

ご

と
映
え
、

自
ら

是
れ

閨

　

　

房
の

秀
な

り
」

と
。

　

謝

道
饂
に

「

林
下
の

風

気
有
り

」

と
い

う

の

は、

彼

女
が

「

散

朗
」

す
な
わ

ち
さ
っ

ぱ

り

と

し

て

大

ら
か

で

あ
る

か

ら

で、

顧
婦

人

の

よ

う
に

女
性
と

し

て

高
く

評
価
さ

れ

た

の

で

な
く

、

男
女

差
を

超

え

て

評
価
さ

れ

て
い

る
。

或

は

道

饂
が
秕
山

康
、

阮

籍
ら

竹
林
の

諸

賢

を
慕
い
、

彼
ら

の

作
品
や

逸
聞
を
通
し

て、

そ
の

気
風

を
捉
え

て
い

た
可

能
性
が

あ
る

こ

と
を
、

こ

の

記

載
は

示

唆
す
る

。

　

「

散
朗
」

と
い

う

語
は

、

『

世
説
』

賢
媛
篇
に

道

鰮
を

評
し

て

言

っ

た
、

こ

の

記

載
の

基
に

な
る

挿

話
に

見
え

る

以

外
に
、

文

学

篇

97
劉

孝
標
注

引

『

続
晋
腸
秋
」

に

袁
宏
が

桓
温
の

父
桓

彜
を

評
し

て
、

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
む

　

　
風

監

散
朗、

或

捜
或

引、

身
雖
可

亡
、

道

不
可
隕

。

…

…

と

言
い
、

ま
た

謾
険
篇
1
及

び
注
引

並
日

紀
』

に
、

劉
現
が

王
澄

を

評
し

て
、

　

　
形
甚

散
朗、

内

實
勁
侠

。

（

「

侠
」

を
注
は

「

狭
」

に

作
る

）

と

言
っ

た、

三

例
が

見
ら

れ

る
。

「

勁

狭
」

で

な
く
、

人

を

「

捜
し

引
く

」

よ

う

な
大
ら
か

さ

を

備
え

る

こ

と

を
言
う

も
の

と

考
え

て
お

く
。

た

だ

し、

「

擬
秕
山

中

散
詠
松

詩
」

は

林

下
の

賢
人
秕
山

康
に

擬
し

て

い

な
が

ら
、

既
に

述
べ

た

理

由
に

よ

り、

「

散
朗
」

な
る

風

気
を
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感
じ

さ

せ

る

作
品
と
は

言
い

難
い

こ

と

を
付
記

し

て
お

く
。

【

11
】

　
道

鰮
の

著
す

所
の

詩
、

賦、

誄、

頌
、

並
び
に

世

に

伝
は

る
。

　

　
「

隋

害
』

経
籍
志
に

「

謝

道
饂
集
二

巻
」

と

あ
る

。

も
と
も

と

多

作
で

な
い

上
に

残
存
作
品
も
三

篇
と

僅
か

で
あ

る

が
、

ま

ず
道

鞨
の

作
品

は

魏
・

西
晋
文

学
を
承
け

、

東
晋
・

宋
文

学
の

中
で

い

か

な

る

位

置
に

在
る

の
か
、

ま
た
女

流
文

学
の

観
点
か

ら
は

ど

の

よ

う

な

位

置

付
け

が

で

き
る

の

か
、

「

擬
岱
中
散
詠

松

詩
」

の

位

置
付
け

も

併

せ
、

似

下
に

触
れ

て

お

く
。

　

魏
か

ら

酉

晋
に

か

け

て

の

文

学
は
、

「

林

下
」

の

文

学
の

流
れ

に

添
っ

て

見
る

と
、

司

馬
氏
の

恐
怖
政
治

下
に

在
っ

て
、

文
人

達
は

飲

酒
や

服
薬

行
為
に

よ
っ

て

痴
を

装
い
、

災
禍
が

身
に

及
ぶ

危
険
を

避

け
、

表

現

も
老
荘

思
想
に

基
づ

く

玄
言
を

好
ん

だ
。

そ
れ

が

東
晋
か

ら

宋
に

か

け

て
、

文
学
は

そ

こ

か

ら
の

離

脱
を
は
か

り
、

山

水
自
然

へ

身
を

寄
せ

る

方

向
に

流
れ

た
こ

と

は

周
知
の

通
り

で
あ

る
。

謝
道

鯤
は

ち

ょ

う
ど

そ

の

過

渡
期
に

位

置
し
、

残
存
す
る

二

首
の

詩
す

な

わ

ち

「

擬

留
中
散
詠
松

詩
」

、

「

泰
山

吟
」

に

つ

い

て

見
る

と
、

山
水

詩
の

新

生
面
を

拓
く
ま

で
は

行
か

な
い

が
、

特
に

「

泰
冉

吟
」

の

方

は

玄
言

山
水

両
而
を

併
せ

持
つ

よ

う
に

思
う

。

た

だ

し
、

彼

女
が

玄

、

目

約
な

表
現
で

隠
退
を

衷
明

す
る

よ

う
に

見

せ

る

の

は
、

恐

怖
政

治

か

ら
の

逃
避
で
は

な
い

で

あ
ろ

う
。

少
な
ー
と

も
彼

女

に

は

そ

の

よ

う
に

す
る

理

由
は

兄
拙
し

に

く
い

。

で
は

な
ぜ

玄
言
の

遺
風

を

継
ぐ

の
か

と

言
え

ば、

一

般

的
に

当
時
の

風

潮
で

あ
ろ

う
。

謝
家、

王
家

い

つ

れ

の

文
人
も
少
な

か

ら

ず

皆
そ

の

風
潮

下
に

在
っ

た
。

で
は

道

饂
自

身
に

玄
言
の

遺
風
を
継
ぐ

積
極
的

な
理

由
は

な
い

の

か

と

言
え

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

の

こ

ば
、

時
代
が

な
ぜ
そ

の

よ

う
な

風

潮
を

遺
す
の
か

と
同

様、

乱

世
を

生

き
る

様
々

な
憂

患
か

ら

の

慰
藉
が

考
え

ら
れ

る
。

具

体
的
に

は、

結

婚
か

ら

孫

恩

起
義
に

至
る
、

自

分
の

手

で
は

如

何
と

も

し

難
い

「

天

運
」 、

2
処

象
」

に

よ

る

運

命
の

翻

弄
か

ら

の

慰
藉
が
、

玄
言
の

遺
風
に

よ
る

表
現
を

欲
し

た
も

の

と

考
え

る
。

そ

の

際、

特
に

孫
恩

の

起

義
を
政

局
の

在
り

方
に

起

因
す
る

も

の

と

捉
え

た
か

、

王

凝
之

と
い

う
人
物
の

在
り

方
に

起
因

す

る

も

の

と
捉
え

た
か

で
、

も
し

も

後
者
で

あ
る

の

な
ら

、

男
性
的

な
表
現

の

中
に

女

性
的
な

心

理

が

働

い

て

い

る

と

言
え

よ

う
。

「

泰
山
吟
」

に

見
ら

れ

る
、

山

の

岩

の

静

か

さ

や

雲
の

う
て

な
の

自
然
な

様
を

玄
言

の

遺
風

で

表
現

す
る

形
は
、

後
の

謝

霊
運
ら
の

山

水
詩
の

風
へ

繋
が

る

よ

う
に

思

う
。

　

で

は、

女
性

文
学
の

流
れ

に

置
く

と、

ど

の

よ

う

な
位
置
づ

け

が

な
さ

れ
る

の

か
。

正

伝
に

顧
夫
人
と

の

人

物
の

比

較
が

見
ら

れ
、

顧

夫
入
が

「

閨
房
の

秀
」

と
評

さ

れ

た

の

に

対

し
、

道

饂
は

「

林
下
の

風

気
有
り

」

と

評
さ

れ
、

竹
林
の

諸

賢
と

同

様
に

見
ら
れ

て
い

た
。

彼
女

の

文

学
も
そ
れ

と
同
じ

く
、

男
女

差
を

超
え

て
い

る

よ
う
に

思

う
。

従
っ

て

そ

れ

だ

け

で

特
殊
な
位
置

に

在
ろ

う
。

つ

ま

り、

道
鰮

は

残
存
作
品
に

見
る

限
り

で
も
、

夫
婦

男
女

間
の

関

係
を

主
と
し

て

詠
む

閏
房

作
家
で
は

な
か

っ

た

と
推
測
さ

れ
る

。

例
え
ば

晋
代
の

他

の

女

性
作
家
に

孫
環
が

お

り
、

彼
女
の

『

悼
艱
賦
』

に

は
、

　

　

伊

禀
命
之

不
辰

　

　
伊
の

命
を
稟
く

る

の

辰
な
ら
ざ
る

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

き
こ

と

　

　

遭
天

難
之

魔
忱

　
　
天

難

の

忱
靡
き

に

遭
ふ
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と
言

う
。

こ

れ

も

天

命
を

歎
く

が
、

具
体

的
に

は

異

郷
に

嫁
い

だ
悲

運
を

歎
く

も
の

で

あ
り

、

い

わ

ば

女

性
の

立

場
な
ら

で
は

の

詠
に

な

っ

て

い

る
。

そ

れ

に

対

し
て

謝
道

鰮

の

作
品
は
、

例
え

ば

仮
り

に

　
　
　

　
　
　

　
　
　
ド

「

泰

山

吟
」

中

の

「

屡
遷
」

に

夫
と

の

離
合

を
含

む
と

し

て

も、

そ

れ
を

直
接
話
題
に

上
せ

ず
、

男

女
の

情
愛
の

問
題
に

立
ち
入

ら

な
い

。

女

性
の

運

命
と

言
う
の

で

な
く
、

入

間
の

運

命
を

「

屡
遷
」

さ

せ

た

「

気
象
」

を

話

題
に

し

て

お

り、

比
較
的
男

性
的

な、

む

し

ろ

男

性

　
　
　

　
　
　

　
　
ひ

文

壇
に

食
い

込
ん

で
退

け

を
と

ら
な
い

作
品

を

指
向
し
た

作
家
と

言

え

よ

う
。

　
以

⊥
か

ら、

謝

道

鰮
の

「

擬
岱

中
散
詠
松

詩
」

も、

遊

仙、

招
隠、

玄
言
と
い

う
老

荘
文

学
か

ら
、

東
晋
、

宋
に

か

け

て
、

山

水
文

学
へ

移
行
す
る

過
渡

的
過

程
に

在
る

　（
男

性）

文

壇
に

於
い

て
、

「

林
下

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
ひ

の

風

気
有
り

」

と
評

さ

れ

る

道

鰮
の
、

男

性
に

も
退
け

を

と
ら

な
い

教
養
の

も
と

に

作
ら

れ

た
一

首
で

あ
る

と

言
え

る
。

た

だ

し
こ

の
一

首
は
、

「

林
下
」

の

奮
康
の

「

風

気
」

に

追

従
す
る

つ

も
り
で

擬
作

し

な
が

ら
も
、

却
っ

て

そ
の

追

従
を

途

中
で

断
ち

切

り
、

彼
女

自
身

の

特
殊
な

事
情、

即

ち

孫

恩
に

よ

る

夫
お

よ

び
諸
子

の

殺
害
と
い

う

悲
運

を、

岱

康
の

遊

仙
に

対
時
さ

せ

る

こ

と

で
明
ら
か

に

し
よ

う
と

す
る

。

そ
し

て

そ
の

際、

本
来
の

彼
女
な
ら

ば

儒
道

両
教
の

素
養
を

備
え

つ

つ

も
道

教
的

な
素

養
の

も
と

に

作

詩
す
る

で

あ
ろ

う
と
こ

ろ

を
、

不
仁

、

軍
事
の

横
行
を

批
難
す
る

思
い

を

込
め
、

儒
教
的

な
考

え

方
を

導
入
し

て

作

詩
し

た
。

そ
う
い

う
意
味

で
、

彼
女
の

真

面
目

で
は

な
い

別
の
一

面
が

表
れ

た

作
品

で
あ
る

と
も

言
え

る
。

　

擬

作
詩

史
の

上

で

も、

「

擬

i
（

詩
ご

型

の

擬

作
詩
と

し

て
、

＝
篇
の

前
半
は

こ

の

型

の

原
則
通
り

二

句
一

聯
ご

と
の

言
い

換
え
を

す

る

形
で
擬

作
し

な
が

ら
、

後
半

は

そ
れ

を

中
断
し

、

原
詩
の

選

仙
」

部
分
を
カ
ッ

ト
し

て

し

ま
う

手
法
を

用
い

る

興

味
深
い

取
り
組

み

を

見
せ

る
。

原
詩
の

句
数
に

対
し

、

擬
作
詩
の

方
で
部
分
的
に

句

数
の

増
減
を
行

う
こ

と
は

あ
る

が
、

原
詩
の

内
容
の

主

要
な
部
分
の

半
分

を

断
ち
切

る

形
で、

擬
作
詩
の

心

情
、

即
ち
道

饂
自

身
に

「

遊

仙
」

は

有
り

得

な
い

心

境
を
知
ら

し

め

よ

う
と
す
る

手
法
は
、

彼
女

以

前
に

例
を
見

な
い

。

擬
作
詩
が

単

な
る

模
倣
に

終

ら
ず

、

あ
く
ま

で

擬
作
者
に

個
有
の

思
い

を
伝
え

る
べ

く

機
能
し
て
い

る

こ

と

が

知

ら
れ、

擬
作
詩
の
一

つ

の

体
と
し

て
、

そ
の

詩
史
に

載
せ

て
お

い

て

い

い

作
品
で
あ

る

と

考
え

る
。

 

　
　

　

注

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

よ

「
秕
山

41
散
の

詠

松
詩
に

擬
す
」

と
訓

み、

「

岱
中
散
に

擬
し

松
を
詠

む

詩
」

と
は

訓
ま

な
い

。

「

擬
庭
中

有
奇
樹
詩
」

（

陸
機
）

、

「

擬

沈
隠

侯

夜
夜
藤
」

（

蘓
綱
）

な

ど、

「
詩
に

擬
す
」

と
訓

む
の

が
一

般

的
で
あ
る

。

　
尚
お
、

唐
の

歐
陽
詢

撰

『

藝
文
類

聚
」

（

宋
本
を

底

本
と

し、

明

本
に

拠
っ

て

欠
を

補
っ

た

テ

キ
ス

ト
に

基
づ

く
V

は
、

詩
題
を

「

擬

岱

中
散
詩
」

に

作
る

。

本
稿
は、

黔

藝
文

類
聚
」

な

ど
の

類
書
の

欠

を

更
に

補
っ

て

成
っ

た
、

明

の

馮

惟
訥
撰

3

古
詩
紀
」

の

詩
題

表
記
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に

従
っ

て

考
寮
を

す
す
め

る
。

　
ま

た、

婆
文

類

聚
』

の

採

録
の

仕
方
は、

部
立
て

の

テ

ー
マ

に

不

要

な

部

分

を

省
略

す

る

こ

と

が

あ

る
。

謝

道

饂
の

こ

の

詩
も

「

松
」

の

部
に

採
ら

れ

て

い

る

の

で、

詠

松

部

分

の

み

を

載
録

し、

以
下

を

省

略

し

た

可

能

性
が

あ

る
。

し

か

し

そ
れ

な

ら、

『

類
聚
』

は

原

詩
の
秕
山

康

「

遊

仙
詩
」

の

前
半
八

句
も
採
っ

て

よ
い

と

思
わ

れ

る

所
を

採
ら

な
い

点、

及
び

擬
作
詩
の

結
二

句
が

原
詩
を

模
倣
せ

ず

に

収

衷
に

向
っ

て

句
が

造
ら
れ

て

い

る

点
に

鑑
み、

本

稿
で
は
一

篇

八

句
と
し

て

扱
い

た
い

。

た
だ
し

別
の

テ

キ
ス

ト

が

存

在
す
る

場
合

は、

そ
の

限
り

で
な
い

。

「

冬
」

は

各
テ

キ
ス

ト

全
て

「

谷
」

に

作
る
が
、

擬
作
詩
か

ら

勘
案

す

る

に
、

「

冬
」

に

作
る

の

が

妥
当
で

あ
る

と

考
え

る
。

そ
の

他、

「

邊
一

作
迥
」 、

「

叢
一

作
雙
」 、

「

鼻
一

作
弃
」 、

「

友
一

作
交
」 、

「

板

一

作
梧
」 、

「

踪
冖

作
蹤
」

な

ど
の

異

同
が

見
ら

れ

る
。

な
お

「

舁
」

も

擬
作
詩
か

ら

推
す
に

「

升
」

に

作
る

の

で
は

な
い

か

と
思
わ

れ

る

が
、

例
が

無
い

の

で

採
ら
な

い
。

テ

キ
ス

ト
に

異
同
が

多
く、

例
え

ば

「

鼻
」

に

作
る

か

「

弃
」

に

作

る

か

で

詠

松

部
分
と

遊

仙
部
分
の

内
容
的

な
繋
が

り

に

問
題
が

生
ず

る
。

本
来

別
の

二

首

で
あ
っ

た
可

能
性
を

否
定
で
き

な
い

が
、

何

邵

が

す

で
に

こ

の

テ

キ

ス

ト
を

継
承
し
て

い

る

と

認
め

ら
れ

る

の

で、

道

鰮
も
一

首
と

し

て

見
た

も
の

と

考
え

て
お

く
。

蘇

東

坡
が

「

謝
人

兄

和
雪

夜
詩
」

に
、

「

柳
絮

才

高
不
道

鹽
」

と

詠

ん

だ
の

も、

新
し
い

感
覚
と

兄
倣
し

た
の

で
は

な
い

か
。

吉
川

幸
次

郎

「

謝

安
」

参
照

。

『

世

説
』

言
語

篇
70
の

插
話

は、

王

羲
之
と
謝

安
の

人
物

像
の

違
い

が

示
さ

れ、

興
昧

深
い

。

         

就
山

康
の

事
蹟
に

つ

い

て

は

夏
明

釧

「

岱
康

集
譯

注
」

（

黒

龍
江
人

民

出
版
社
）
、

荘

萬
壽

『

岱
康

研

究
及

年
譜
』

（
憂

滔
學
生

書
局
印

行
）

を
参
照
し

た
。

「

背

葱
」

に

つ

い

て、

「

爾

稚
』

釈

器
に

「

青

謂

之

葱
」

と

あ
る

。

「

苛

青
」

と

同
義
で
あ

れ

ば
、

「

荘
子
』

徳
充

符
篇
の

孔

子
の

言

葉

「

受

命
於
地
、

唯
松

柏
獨

也
在、

冬
夏

青
青
」

を

踏
ま
え

た
か

。

「

濁

立
」

は

『

易
』

大

過
に

「

君

子
以

獨
立

不
櫃、

遯
世
無
悶
」

な
ど
と

見
え

る
。

替
康

「

四

言
詩
十
一

首
」

其
六
に

も、

曜
彼
秋

草
」

が

見
え

る
。

岱
康
の

「

幽

憤
詩
」

に

も

「

時
不
我

輿
」

が

見
え

る
。

「

大

運
」

は

一

更
記
』

天

官

書
に

「

日

月
暈

適、

雲
風、

此
天
之

客

氣
。

其

發
兒

亦
有

大

運
。

」

と

見
え
、

『

漢
書
』

李
尋
伝
に

も

「

哀
帝

詔
日、

尚

書

口、

五

日

考
終

命
。

尋 ．
囗

大

運

壹
終

。

」

と

見
え

る

（

顔

師

古
の

注
に

は

「

周

詐

洪

範
11
福
之

敏

也
。

言

得

壽

考
而

終

其
命

也
。

」

と
論 ．
n

う
V

。

何
晏

「

景
福
殿

賦
」

に

「

許

昌

者
乃

大

運
之

攸

戻
」

と

あ
り
、

『

文

選
』

李
善
注

に

は

「

春
秋
説

題
辭

日、

大

運
在

五
。

雛
陛
摘
亡

辭

日、

五

徳

之
運

。

」

と

言
う

。

「

五

徳

之
運
」

は

『

史

記
』

如

淳
注
に

コ

…
：

五

徳
各
以

所
勝
為
行

。

秦
謂

周
為
火

徳
、

…
…

」

と

言
い
、

姚

察
注
に

も

⊃

…
：

猶

用
推
五

勝
之

法、

以

周
赤

烏
為
火、

…

…
」

と

言
う

。

曹
植

「

雑
詩
」

の

「

轉
蓬

離
本
根、

飄

銀
随
長
風
」

は

動
揺
の

さ

ま

を
表
し

た

例
。

唐
の

韋
応
物
の

「

擬

凛
凛
歳
云

暮
」

詩
は

「

古
詩
十
九

首
」

其

十
六

に

擬
し

た

も
の

だ

が
、

原
詩
の

コ

夢

想
」

部
分
六

句
に

は

擬
さ

ず
、

た

だ

「

思

將
魂

夢
歡、

反

側

寐

不

成
」

と

だ

け

言

う
に

止

め

る
。
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「

魂
夢
」

が

成

ら
な
い

理

由
を
印
象

付
け

る

効

果
を
期
し

た
手
法
で

あ
る

。

「

或

捜
或

引
」

は

桓
郵
に

才

士

を
取
る

眼

識
が

あ
る

こ

と

を
骨 ．
目

う
。

「

晋

書
』

桓
郵
伝
に

「

彝
）

性

通
朗、

…
…

有

人

倫
識

鑒、

抜

才

取

士、

或

出
於

無
聞、

或

得
之

孩
抱、

…・
：

」

と
見
え

る
。

「

文
心

雎

龍
」

明

詩
篇
に

「

宋
初

文
詠
、

…
…

荘
老

告

退、

而
山

水

方
滋

。

」

と
あ
る

。

「

全

晋
文
」

列

女
巻
に

ま
と
め

ら
れ

て
い

る
。

ま
た

譚
正

璧

「

中

国

女

性
文
学
史

話
」

参

照
。

「

周
易
」

繋
辭
・

下
に

「

（
易
之
）

爲
道

屡
遷
」

と

あ
り
、

陰

陽
の

変

化
に

任
せ

る

の

が

易
の

道
で
あ
る

と

説
く
。
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